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＜連絡事項＞
・12/24(日)は、病院庶務が不在ですので、24日分の発注は前日の23日土曜日分と一緒に発注をして下さい。

・LCPみさわクリスマスイルミネーションについて、掲示板に案内が来ていますので各自確認して下さい。

・平成30年1月の会議・委員会の日程について、掲示板に表示されていますので各自確認して下さい。

＜患者様連絡事項＞
・上野　千奈津様～本日、14：00～16：00デイケア体験のため外出しています。

・中野渡　鉄男様～本日、303号室→406号室に部屋移動しています。

・曽我　正子様～本日、妹様が面会に来られています。リハビリパンツ2袋、ナプキン、コーヒー、靴下を受け取っています。

・山口　富造様～本日から、財布を詰所預かりから、ロッカー管理に変更しています。

・金沢　洋子様～最近、金銭管理での不明金が続いています。その為、自己管理は継続とし、準夜帯(20時)に、本人と金銭管理を実施していく事としています。ご本人様には説明し、了解しています。

＜要注目患者様＞
・内田　都影様～昨日の日勤帯で、他者をシルバーカーで殴ろうとする事があり、準夜帯でも気分の高さが見られていました。本日の日勤帯では、朝にスタッフに対しまとまりのない話掛けや他患者様に対し「みんな、それぞれ武器を持っている」などの発言が聞かれていましたが、身辺整理や金銭管理は、しっかり取り組み、穏やかに過ごされています。午後は、OTは不参加、病棟内で臥床やテレビ鑑賞をされています。明日、外出予定となっていますので引き続き、精神症状や他者とトラブルがないよう様子観察していきましょう。

・松永　勘五郎様～昨日の準夜帯では、自室で服薬し、空袋を詰所に持ってくる事があり、スタッフと一緒に確認してから服用して欲しい事を説明しています。本日は、スタッフの前で薬包を開けず、中身だけを掌にのせて来詰しており、再度説明を要しています。服薬自己管理状況をみながら服薬ボードの管理方法を検討していく事としています。引き続き、服薬自己管理状況を観察していきましょう。

・飯田　修子様～ベット周囲の乱雑さが目立っており、再三、身辺整理の声掛けをしますが、起きずに臥床しています。皮膚科診察の声掛けには、すぐ離床できています。動作緩慢さはありますが、目立った不穏行動は見られず穏やかに過ごされています。引き続き、精神症状や他者トラブルのない様、観察を行っていきましょう。

・曽我　正子様～気分の高さや他者への過干渉なく過ごされています。時々、介入に対し、物忘れ様の様子がみられています。日課等、必要時声掛けを行い、介入していきましょう。また、下肢の浮腫は持続しています。引き続き、精神症状や下肢の浮腫状況について観察していきましょう。

・木村　美智子様～本日の深夜帯に、「レストラン行かない。おしっこが出るような…」と困っている発言や日勤帯では、「トイレが近くて…座って入れない」との発言が聞かれています。レストランに行った際、今後は、トイレの近くのテーブルに座っても良い事や、トイレに行きたい時は、我慢しなくてもよい事を声掛けしていきましょう。

＜安ケ平Dr診察＞
・特に処方変更や指示はありません。

＜馬渡Dr診察＞
・佐々木　淳様～不穏さや興奮なく経過しています。入浴拒否もありません。12/31～外泊
　　　　　　　　予定となっています。自宅退院も選択肢にいれておくとの事です。
本日、臨時薬が処方されています。詳細については、各自電子カルテにて
確認して下さい。

・原　吉郎様～「脳の病気・心臓の病気。朝ちゃんと起きられない。胃薬が欲しい。思いで
がない。睾丸が柔らかくなったりして困っている。身体に力をつけてくださ
い」等々訴えています。心気的、妄想様発言があります。 幻聴体験も持続
しています。こちらの話をさえぎるような形で自分の意見を訴える事が多
いです。睡眠薬は、本人の希望があり減薬、ベルソムラ中止とし、定期から
外し、臨時薬処方の対応とします。今後はクロザピンも検討していきます。
本日、臨時薬が処方となっていますので電子カルテにて各自確認してくだ
さい。

・曽我　正子様～失禁多く見られています。精神面では不穏さや興奮、他者干渉は目立った
様子はありませんが、気分の変動よりも認知機能の低下が目立ってきて
います。下肢の浮腫も持続しています。採血上、BNP高値あり、利尿剤（フ
ロセミド20㎎）を開始してみます。
臨時薬が処方となっています。詳細について電子カルテにて確認して下
さい。

・山口　富造様～次男様とまだ連絡がつかない状況であり、必要書類のサインや介護認定調
査の結果など、確認が取れていません。引き続き、次男様への連絡を続けていく事としています。臨時薬は同内容で継続処方となっています。詳細について電子カルテにて確認して下さい。

＜安ケ平Dr退院支援＞
・三上　勇様～11/21（火）9時頃「市役所に行ってきます。」と外出する準備をして来詰し
ています。行く予定がない事を説明すると徐々に理解示し自室へ戻られて
います。時折、妄想に左右された訴えが聞かれ介入要しています。身寄りが
無く現在八戸市長が保護者となっています。その為施設への入所は難しく、
自宅は何年も誰も住んでおらず住める状態ではないです。

・上村　みわ様～御家族は施設入所を希望しており、要介護1で入所できる施設をさがし
てもらうようＳＷへ依頼中です。本人は、弟様の面会を要望されているので、弟様の面会が実現できるように進めていきましょう。

・滝田　英人様～9/22（金）家族（姉様）面会があり、「次に来るのは来年かな。」と姉様話
しています。姉様は遠方な為、年に１回の面会に来られる程度となっています。財産管理及び入院費等の支払いへ成年後見人の弁護士が行っています。施設の検討を継続していきます。

・嶋守　京子様～面会に来られる都度に御家族（長女様）へ確認していますが、施設入所(八
戸市内)を希望しています。デイケア等の利用も迎えが来るまでの間1人にしておく事や帰りが遅くなるため心配との事です。また、本人様は不安や緊張が強くあり、抑うつ等の情動の不安定が出現する恐れがあります。現在は、安定した状態を維持できているので、御家族様と再度話し合いの場を設定していきます。入所可能な施設への入所を目指して行きます。12/15、介護認定調査を実施しています。

・中川原　義雄様～精神症状は薬剤調整にて安定しています。保護者が長女様へ変更となっていますが、妻様との面会や外出へ行かれる事が度々あります。本人の要望は、自宅（娘の所）であるが、長女は、本人が自宅（長女夫婦と同居）へ来る事により、家庭（長女夫婦）が崩壊すると考えていると話しています。自宅へ外泊等の検討は可能か、面会時等確認していきましょう。セルフケアの能力維持できるように支援していき、また施設入所・自宅退院の両方を検討していきます。

＜馬渡Dr退院支援＞
・蝦夷森　重男様～御家族の協力得られていない状況で、現在介護保険期限切れとなっています。弟様には連絡済みで(家族の積極的な協力は得られないケース）ソーシャルワーカへ相談し、返事待ち状態です。精神施設は空きがない状態の為、介護保険再申請し、その後介護保険適応の施設入所を目指していきます。
・原　吉郎様～10/26治験終了。11/20青山荘での外出訓練は問題なく行えたが、疲労感や
心気的な訴えが聞かれ、拒否し12/18、19の外泊訓練はキャンセルしています。病状が落ち着き、気持ちに変化があるまで入所については延期しています。

・戸賀沢　潔様～嗜好品や水分の自己管理能力が低い他、他者へたかる等の行動あり、ルー
ルを守れません。自己管理能力を評価し詳細を把握、適宜指導、介入していきます。以前は青山荘入所を進めていたが、ルールも守れず、他者トラブルや迷惑行為が多い為、入所できず、その他障害者施設も同様。本人は自宅に帰りたい気持ちがある為、家族へ自宅退院を進めていきます。家族対面の機会から、退院支援について繰返し伝えていき、11/12家族はGHみたいな所と希望されています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・佐々木　淳様～薬剤調整し歩行状態は改善し、自立歩行しています。正月外泊を予定して
おり、経過が良ければ自宅退院を進めていきます。

・日向端　庸男様～11/22認知症の疾患から、松橋不動産よりアパート入居は断られ、12/14青明舎スタッフと八代産業に行き今後、アパートを進めていますが、移山寮　三浦様は、日常生活の訓練も含め、青山荘を勧めています。年明けに退院の方向で進めていく予定としています。

・曽我　正子様～現在は、気分の高揚さはなく落ち着いています。自宅への退院は無理との
事です。御家族との関係性は悪いです。施設入所を検討していきます。

・山口　富造様～入院前、下宿へ入居していましたが、脳血管性認知症の診断となった事か
[bookmark: _GoBack]ら、施設入所を検討していきます。介護認定調査実施の有無や結果について、ご家族様(次男)に連絡していますが、連絡がつかない状況です。このままでは、元々いた下宿へ退院する方向も選択肢としてあります。12/22、八戸市生活保護課、宮野様が面会に来る予定です。

＜皮膚科診察＞
・佐々木　淳様～タベジール2T 2×朝・夕7日分、処方となっています。

・松谷　和也様～タベジール2T 2×朝・夕7日分、処方となっています。

・嶋守　京子様～デルモゾールDP軟膏2本処方となっています。

・山口　富造様～タベジール2T 2×朝・夕7日分、処方となっています。

・松永　勘五郎様～新規で臍部に急性湿疹が見られている為、エキザルベ1本処方となり、処置開始となります。

・千葉　光広様～デルモゾールDPローション1本、デルモゾールDP軟膏2本処方となっています。

・三上　勇様～デルモゾールDP軟膏2本、ケルガー液1本処方となっています。

・戸賀沢　潔様～アズノール軟膏1本処方となっています。

・原　吉郎様～デルモゾールDP軟膏2本処方となっています。

・井上　和美様～エキザルベ1本処方となっています。

・日向端　庸男様～新規で両下肢に乾燥性慢性湿疹が見られている為、ヘパリン類似物質油性クリーム1本処方となり、処置開始となります。


